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○近畿地方小委員会にて、地域の渋滞の状況や設定要因を鑑み、優先区間と都計アセス区間を設定。

○都計アセス区間について、概略ルート・構造の検討（計画段階評価）を行う。

１．検討対象区間
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２．意見聴取結果（意見聴取の概要）
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2．意見聴取内容

方法 設問 回答型式

オープンハウス 性別、年齢、居住地（郵便番号）、自動車の運転頻度、運転目的、国道2号BPの利用頻度 選択、記述

オープンハウス・
ヒアリング共通

設定した政策目標・留意事項の妥当性及びその理由 5肢択一、自由記述

播磨臨海地域道路の有効性 5肢択一

播磨臨海地域道路の整備ルート帯案を検討する上で、政策目標・留意事項以外で重視すべ
きこと

6肢選択（複数可）

播磨臨海地域の課題に関する自由意見 自由記述

ヒアリング
【関係自治体】

設定した政策目標と既存の行政計画との整合性 自由記述

ヒアリング
【企業・団体】

企業活動に関すること（主な製造品、工場の稼働時間） 自由記述

材料・製造品等の搬入・搬出に関すること（手段、台数・ルート、時間帯） 自由記述

従業員の自動車通勤に関すること（台数・ルート、時間帯） 自由記述

その他自由意見（具体的な交通課題、必要な道路の機能、道路整備に向けた協力等） 自由記述、聞き取り

○政策目標・留意事項の妥当性等を確認するため、オープンハウス・ヒアリングによる意見聴取を実施。

1．意見聴取対象・回答方法

方法 実施場所 対象 回答方法

オープンハウス SA・PA、鉄道駅、市役所・町役場 住民 記述式

ヒアリング 意見聴取対象の拠点等
播磨臨海地域の企業・団体、住民代表、
関係自治体

記述式及びヒアリングによる聞き取り



２．意見聴取結果（オープンハウスの広報）
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○オープンハウスで幅広く意見聴取を実施するため、公共施設へのチラシ留め置き・ポスター掲示、新聞広告掲載、広
報誌への掲載、事務所ホームページへの掲載等の広報活動を実施。

■チラシ・ポスター ■広報誌への掲載
(明石市・加古川市・高砂市・播磨町・姫路市)

■チラシ留め置き・ポスター掲示状況

【加古川市広報誌（2月号）】

■記者発表資料
（姫路河川国道事務所HP等に掲載）

きっずなホール（播磨町）

高砂市役所（高砂市）

■新聞広告（平成30年2月1日 読売・朝日・毎日・産経・神戸 各朝刊）



２．意見聴取結果（実施状況）
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■オープンハウス実施状況

○オープンハウスを15箇所（1箇所あたり2日、のべ30日）で実施。
○商工会・商工会議所、企業・団体、関係自治体、住民代表等、85箇所へヒアリングを実施。

■ヒアリング実施状況

明石SA

JR姫路駅

加古川市役所

姫路市役所

姫路市内企業

高砂市内企業



自動車の運転頻度 国道2号BPの利用頻度 自動車の運転目的
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２．意見聴取結果（オープンハウス回答者の属性）
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○オープンハウスを15箇所（1箇所あたり2日、のべ30日）で開催し、4,821人から回答。
○年齢別では20代が10％、30代～70代が20％程度となり、幅広い年齢層から回答。性別では男性が約7割、居住地
別では播磨臨海地域が約7割。

○また、週に1回以上運転をする人が約8割、週に1回以上国道2号BPを利用する人が約4割。
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２．意見聴取結果（オープンハウス）
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○播磨臨海地域の課題に関する自由意見では、早期実現、道路の整備、渋滞に関する意見があった。

分類・件数 主な意見

早期実現について
（316件）

・周辺の土地利用や住民への影響をよく考慮した上で、早期開通を目指してほしい。（男性・20代）
・有料化事業になっても、早期に整備促進を図ってほしい。（男性・40代）
・必要とされる現状を踏まえて、暫定形式であっても早期の開通を目指してほしい。（男性・40代）

道路の整備について
（164件）

・自動車の専用道路で整備してほしい。（男性・50代）
・有料道路にして早期整備を進める。（男性・60代）
・南北アクセス道路の整備も必要。（男性・40代）

渋滞について
（157件）

・2号BPは特に渋滞が酷いため、スピード感のある対応をお願いしたい。（男性・20代）
・2号BPや国道250号など東西幹線が渋滞していて、通勤、物流、観光含めあらゆる経済活動に支障が出てい
る。（男性・30代）
・2号BPから工業地域までの区間において、大型車が通行する道路が限られることから、渋滞が多く発生して
いる。（男性・40代）

地域や企業との協力について・
地域や経済の活性化について
（50件）

・道路整備は、これまでの交通網に加えて、更に町の活性化が見込まれるものであることが望まれる。（男性・
20代）
・道路整備と一体となったまちづくりを進めることで、生活道路の整備や、地域の防災力向上を図ってほしい。
（60代・男性）
・臨海部企業の遊休地を道路用地として整備したらどうか。（性別・年齢不明）

環境・災害について
（43件）

・地震や水害等に強い道路を希望する。（男性・70代以上）
・地域の住民に建設中、迷惑の少ない方法で作って欲しい。（女性・50代）

産業・生活交通分離
（24件）

・生活道路に大型車（トレーラー・トラック）に規制をかけ、住み分けが必要。（女性・70代以上）
・臨海地域における、生活車両と生産流通車両との混在が著しい。（男性・50代）

その他
（20件）

・人口が減少する中で本当に必要なのか疑問があります。（男性・40代）
・新しい道路を作る前に、今の道路を有効活用すべき。（女性・40代）

播磨臨海地域の課題に関してご意見がありましたら、ご自由にお書きください。（自由記述）

総延べ回答数：1,011件

＜自由意見＞



２．意見聴取結果（ヒアリング）

7※ 記述式回答及びヒアリング時に発言のあった播磨臨海地域の課題に関する自由意見、その他自由意見を集計。

＜自由意見＞

○播磨臨海地域の課題に関する自由意見やその他自由意見では、渋滞・事故、道路の整備に関する意見があった。

○産業交通の分離、早期実現、播磨臨海地域道路の整備に向けた地域や企業との協力に関する意見もあった。

播磨臨海地域の課題に関してご意見がありましたら、ご自由にお書きください。（自由記述）

具体的な交通課題、必要な道路の機能、道路整備に向けた協力等、ご自由にお書きください。（自由記述、聞き取り）

総延べ回答数：970件

分類・件数※ 主な意見

渋滞・事故について（258件） • 2号BPの渋滞が常態化しており、その解消のために播磨臨海地域道路が必要である。（商工会・商工会議所）
• 近隣の一般道路は、通勤時間帯に車両が集中し、渋滞が発生する。（製造業・物流業）

道路の整備について（167件） • 有料・無料の考え方を含めた検討が必要だと考えられる。（製造業・物流業）
• 産業道路としての自動車専用道路が望ましい。（農業・漁業）

産業交通の分離について（63
件）

• 産業車両と一般車両のすみわけが必要と考えられる。（農業・漁業）
• 産業道路と生活道路の切り分けが不十分と感じている。（製造業・物流業）

早期実現について（61件）
• 産業を支える地域として、持続的発展にむけた早期の整備を望む。（製造業・物流業）
• 2号BPや南北道路の渋滞、災害時のインフラのネットワーク不足等の諸問題の解決には不可欠な事業であり、
早期完成が望まれる。（商工会・商工会議所）

地域や企業との協力について
（61件）

• 既存工場敷地の売却や換地。（製造業・物流業）
• 個別に提案をいただければ検討可能である。（製造業・物流業）

製造業の活性化・輸送の
効率化について（60件）

• 働き方改革等による拘束時間の制限やドライバー不足、高齢化といった問題を抱えているため、輸送の効率
化は大きな課題である。（製造業・物流業）

• スムーズに移動できれば、阪神港方面への輸送の回転数が向上し輸送効率化が図れる。（製造業・物流業）

環境・災害について（43件） • BCPの観点からも、大規模災害時にネットワークが機能する道路としてほしい。（製造業・物流業）

設備投資・事業拡大について
（12件）

• 日本全国の産地からのさらなる集荷と播磨地域から近畿圏内への販売ルートの拡大。（農業・漁業）
• 播磨地域における倉庫が不足しており、輸送＋保管設備を有する拠点整備を検討している。（製造業・物流
業）



オープンハウス ヒアリング
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○ルート帯案を検討する上で重視すべきことでは、地域住民、企業・団体とも「沿道環境への影響が少ない道路」や
「生活道路に流入する車両の減少」の選択が多く、地域の生活・環境への影響を重視。

○また、「早く移動ができる道路」への関心が高い一方、「建設費用」に対しては比較的関心は低い。

＜ルート帯案を検討する上で重視すべきこと＞

今後、播磨臨海地域道路の整備ルート帯案を検討する上で、政策目標・留意事項以外で重視すべきことは何だと思いますか。

分類・件数 主な意見

安全性に関する意見
（12件） ・事故が起こりにくい道路。（女性・60代）

環境に関する意見
（10件）

・自然環境に留意した道路。
（男性・70代以上）

災害に関する意見（9件） ・災害に強い道路。（性別不明・60代）

必要なコストに関する意見
（4件）

・お金がかかっても良い道路。安全第一。
（男性・20代）

分類・件数 主な意見

早期整備に関する意見
（2件） ・有料事業による早期整備。（住民代表）

ライフサイクルコストに関
する意見（2件）

・建設時だけでなく維持管理費も考慮する
べき。（住民代表）

■「その他」の回答例 ■「その他」の回答例総回答数：4,821人 総回答数：99者
(複数回答可)(複数回答可)

３．播磨臨海地域道路に必要な機能（意見聴取の結果）


